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職
員
紹
介

☆
お
願
い
☆

・
明
生
苑
玄
関
は
、
午
後
八
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
施
錠
し
ま
す
。

ご
来
苑
の
方
は
、
ご
不
便
で
も
谷
病
院
正
面
玄
関
よ
り
出
入
り
さ
れ

ま
す
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
居
室
カ
ウ
ン
タ
ー
の
連
絡
用
紙
に
は
必
ず
目
を
通
す
よ
う
、
お
願

い
致
し
ま
す
。
紛
失
防
止
の
た
め
衣
類
や
持
ち
物
に
お
名
前
の
記
入

等
を
明
確
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

・
ご
家
庭
で
不
要
な
大
き
い
レ
ジ
袋
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
持
参
下

さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
編
集
後
記
☆

在
宅
復
帰
支
援
棟
で
は
、

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り
を
行

い
ま
し
た
。
利
用
者
様
と

共
に
作
り
上
げ
た
ホ
ッ
ト

ケ
ー
キ
は
、
と
て
も
美
味

し
く
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

春
風
に
誘
わ
れ
て
、
つ
い
外
出
し
た
く
な
る
こ
の
頃
、
花
の
便
り

が
次
々
と
舞
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
『
春
』
は
、
皆
様
に
と
っ
て
も
新

た
な
芽
生
え
、
そ
し
て
希
望
に
満
ち
た
新
年
度
の
始
ま
り
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
、
職
員
一
同
心
を
込
め
て
対
応
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

春
は
体
調
を
崩
し
や
す
い
季
節
で
す
の
で
、
お
気
を
つ
け
て
お
過

し
下
さ
い
。

事
務
職
員

齋
藤

恵
美

三
月
よ
り
、
事
務
室
へ
配
属
に
な
り
ま

し
た
。
一
日
も
早
く
皆
様
と
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

めいせいだよりに記載されている氏名・年齢・写真等は

ご本人、ご家族の承諾を得ております。

「
鬼
は
～
外
！
」「
福
は
～

内
！
」
今
年
も
豆
ま
き
を

行
い
ま
し
た
。
職
員
が
鬼

に
な
り
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
豆
を
投
げ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ

ん
の
「
福
」
が
、
皆
様
に
訪

れ
ま
す
よ
う
に
。

小
正
月
の
伝
統
行
事
団
子
さ
し
を
、
各
ユ
ニ
ッ

ト
で
行
い
ま
し
た
。
好
み
の
形
や
大
き
さ
に
丸
め
、

ミ
ズ
キ
に
飾
り
付
け
て
い
き
ま
し
た
。

今
年
一
年
間
の
無
病
息
災
を
祈
願
し
て
、
「
幸
」

多
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
・
・
・
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鏡
開
き
を
行
っ
た
り
、

お
み
く
じ
を
引
い
た
り

等
、
お
正
月
行
事
を
楽

し
み
ま
し
た
。

二
月
行
事

節
分
に
は
、
職
員
が
赤
鬼
・

青
鬼
に
な
り
、
豆
に
見
立
て

た
花
紙
の
ボ
ー
ル
を
、
鬼
に

ぶ
つ
け
て
厄
払
い
を
し
ま
し

た
。

一
月
行
事

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
入
浴
後
の
濡
れ
た
タ
オ
ル
等
を
入
れ
る

ビ
ニ
ー
ル
袋
（
レ
ジ
袋
）
を
ご
持
参
下
さ
い
。

・
服
薬
事
故
防
止
の
為
、
内
服
薬
は
一
回
分

の
み
、
ご
持
参
下
さ
い
。

・
誤
嚥
・
誤
飲
防
止
の
為
、
お
菓
子
の
持
ち

込
み
は
、
ご
遠
慮
下
さ
い
。

・
天
候
の
状
況
に
よ
り
、
送
迎
の
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

下
さ
い
。

・
衣
類
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
タ
オ
ル
等
で
、
名

前
の
記
入
が
な
い
物
に
は
、
ご
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

三
月
行
事

ひ
な
祭
り
に
は
、
春
の
歌
や

ひ
な
祭
り
の
歌
を
歌
い
楽
し
み

ま
し
た
。
お
や
つ
の
時
間
に
は
、

五
種
類
の
ケ
ー
キ
を
用
意
し
て

好
き
な
ケ
ー
キ
を
選
ん
で
食
べ

ま
し
た
。

☆
平
成
二
十
八
年
度
研
修
参
加
状
況
報
告
☆

私
た
ち
は
明
生
苑
の
基
本
理
念
・
共
育
理
念
の
実
行
の
為
、

外
部
研
修
か
ら
の
学
び
を
活
か
し
て
い
ま
す
。
参
加
研
修
を
一

部
ご
紹
介
し
ま
す
。

四
月

・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
見
学
・
体
験

五
月

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

六
月

・
介
護
職
員
中
堅
職
員
研
修

・
老
人
福
祉
施
設
職
員
研
修
（
ス
ト
レ
ス
ケ
ア
に
つ
い
て
）

七
月

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修

・
排
泄
ケ
ア
研
修

・
在
宅
復
帰
実
地
研
修

・
Ｒ

4

シ
ス
テ
ム
活
用
の
実
地
見
学

八
月

・
認
知
症
介
護
基
礎
研
修

・
若
年
性
認
知
症
の
支
援
に
つ
い
て

・
緩
和
ケ
ア
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
に
つ
い
て

九
月

・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
研
修

・
介
護
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
実
地
見
学

・
高
齢
者
施
設
虐
待
防
止
研
修
会

十
月

・
身
体
拘
束
廃
止
推
進
セ
ミ
ナ
ー

・
介
護
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会

十
一
月

・
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
研
修
会

・
事
故
防
止
、
感
染
症
予
防
対
策
研
修
会

・
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
資
す
る
人
材
育
成
、
資
質
向
上
の

た
め
の
研
修

十
二
月

・
介
護
記
録
の
書
き
方

一
月・

認
知
症
介
護
実
践
者
研
修

・
介
護
認
定
現
任
調
査
員
研
修
会

二
月・

災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
研
修
会


